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第９章
広義積分
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広義積分( 定 定 定 定 定 定 )

今まで，有界閉区間 上の有界関数 の積分ばかりを
扱ってきた．
ここでは，積分の概念を拡張し，次のⅰ)，ⅱ)の場合の積分を考え
る．

ⅰ) が で有界でない場合
ⅱ) が無限区間 上の関数の場合

例：
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広義積分の定義定 定 ( 1)
が点 の近傍で有界でないとき(点 では， が定義さ

れていなくても良い)， を有界性に関する，異常点または特異点

という．例えば，点 は の特異点である．

が， を特異点とし， では積分可能でない場合に，

では，積分可能で， が存在

する(       も可)という状況ならば，

と定義する．
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広義積分の定義定 定 ( 2)
同様に，

が異常点の場合，

が異常点の場合，

が異常点の場合，

と定義する．このように定義された を における

の広義積分または異常積分という．
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広義積分の定義定 定 ( 1)

が， の関数(有界とは限らない)で，任意の正数 に

対して，広義積分 が存在し，さらに，

が存在する(       も可)ならば，

と定義する．
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広義積分の定義定 定 ( 2)
同様に，

と定義する．このように定義された

を における の広義積分または無

限積分という．
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広義積分の計算例( 1)
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広義積分の計算例( 2)
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広義積分の計算例( 3)
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広義積分の計算例( 4)
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関数( 1)
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によって定義される関数を，

Gamma関数という．Gamma関数は以下の性質を持つ！！
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関数( 2)
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関数( 3)
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